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図3．年代別にみたやせたい理由
w．考　　察
　女性の％Fは加齢とともに増加するといわれているよ
うに6），今回の対象者も年代ともに増加していた．体重
に対する意識では「太っている」と思っているものは全
体の7割で，そのなかで肥満者はほぼ2割であり，実際
は肥満ではないのに肥満の意識をもっているものが多く，
これまでの報告と同様の結果であった2｝3）4）．
　肥満者52名は「太っている」と肥満を自覚しており，
そのうち50名は「やせたい」と減量を希望していた．し
かし，肥満者2名は肥満の意識はあるものの「このまま
でよい」と答え，非肥満者が「ちょうどよい」と思いな
がらもさらに「やせたい」と17名が希望するなど対比す
る結果であった．健康観や身体意識などはライフスタイ
ル，環境などさまざまま因子で形成されるが，肥満者・
非肥満者ともに自分の体格や肥満について正しく認識で
きるような指導が必要である，現在は，マスコミを通じ
て健康情報は氾濫しており，指導上は医学的根拠をもっ
て対応することが重要となる．
　「やせたい」理由については肥満者のほとんどが「や
せたほうが健康によいと思う」，「標準体重に比べ太りす
ぎと、思う」と答えていた．「肥満は健康・長寿の敵」と
いわれるように，今回肥満者の約8割が50歳以上のもの
であったことから，これからの老年期を健康で活動的な
生活を送るためには肥満の改善が必要であると認識して
いるもの思われる．
　「やせたい」理由を年代別に比較してみると20歳代に
「洋服が合う」「見た目によい」など美容上のものが多い
のに対して，40歳以降になると「やせたほうが健康によ
いと思う」など健康を維持するための理由であった．年
代別の対象者数にばらつきがあるものの，年代による違
いが示された結果であった．
　今回，成人女性の肥満に対する意識を検討してきたが，
その意識が日常生活行動にどのような影響を及ぼしてい
るのかについても明らかにする必要があり，今後の課題
と考える．さらに対象者数を増やし，男女別にも検討し
ていきたい．
　本論文の要旨は第20回日本看護研究学会総会において
報告した．
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